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早
い
も
の
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
な
り

２
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
３
年
目
と

な
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
な
る
の
は
分

か
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
い
ろ
い
ろ

な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
大

変
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
正
直
、

自
分
自
身
が
日
川
高
校
の
卒
業
生
で

な
い
こ
と
か
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
た
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
山
田

校
長
を
は
じ
め
先
生
方
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
・
理
事
、保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
よ
り
何
と
か
大
役
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
日
川
高
校
に
お

い
て
着
手
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝

生
化
が
大
き
な
話
題
で
す
。
県
内
県

立
高
校
最
初
と
な
る
魅
力
あ
る
施
設

整
備
が
日
川
高
校
で
行
わ
れ
る
こ
と

は
、
１
２
０
年
を
超
え
る
伝
統
と
活

躍
の
歴
史
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
整
備
に
よ
る
地

域
や
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
方
々
と
の
関
り
を

大
切
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
活
用
を

通
し
て
日
川
高
校
を
中
心
と
し
た
周

辺
地
域
の
更
な
る
活
躍
、
発
展
に
期

待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
行
わ
れ
た
第
58
回
強

歩
大
会
に
あ
た
り
日
川
高
校
の
魅
力

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目

的
に
掲
げ
ら
れ
た
言
葉
が
、「
苦
難
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
強
い
意
志
を
養
い
、

自
己
を
把
握
・
管
理
し
、
行
動
選
択
・

意
思
決
定
が
で
き
る
能
力
を
養
い
、

感
謝
を
忘
れ
ず
社
会
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
る
。」と
あ
り
ま
し
た
。

夜
中
か
ら
翌
日
の
昼
に
か
け
で
見
た

光
景
は
、
黙
々
と
走
り
早
々
ゴ
ー
ル

に
た
ど
り
着
い
た
生
徒
、
苦
し
さ
の

中
に
も
笑
顔
も
見
せ
な
が
ら
走
り
歩

い
た
生
徒
、
杖
を
作
り
途
中
し
ゃ
が

み
こ
ん
で
や
っ
と
ゴ
ー
ル
し
た
生
徒
、

途
中
離
脱
し
た
生
徒
、
皆
、
各
々
が

自
身
の
体
力
、
精
神
力
、
判
断
力
を

発
揮
し
体
験
し
た
素
晴
ら
し
い
行
事

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
で
身

に
着
け
た
気
力
体
力
は
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
お
い
て
大
い
に
役
立
つ
こ
と

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
数
が
２
５
０
名

を
超
え
る
人
数
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、

多
く
の
声
援
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
感

謝
の
気
持
ち
も
実
感
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

残
り
半
年
と
な
り
、
３
年
生
は
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
け
、
２
年
、
１

年
生
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
素
晴
ら
し
い
校
風
で
培
っ
た
も
の

を
す
べ
て
発
揮
し
、「
質
実
剛
毅
」
の

精
神
の
も
と
何
事
に
も
ト
ラ
イ
し
て

く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
今
年
、
創
立
１
２
４
年
を

迎
え
ま
し
た
。「
自
主
自
律
」
の
建
学

精
神
の
も
と
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
も
、
揺
る
ぎ
な
い
教
育
理

念
を
貫
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在

は
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
第
３
期
の
４
年
目
を

迎
え
、
生
徒
た
ち
は
自
ら
課
題
を
見

つ
け
、
主
体
的
に
探
究
す
る
力
を
育

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
探
究
心
と
自

律
性
こ
そ
が
日
川
高
校
の
教
育
の
核

で
あ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
輝
き

を
引
き
出
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
も
、
生
徒
た
ち
は
各
方
面

で
目
覚
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
て
お
り

ま
す
。
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
学
校
対
抗
で

２
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
た
こ
と
は
、

学
校
全
体
に
大
き
な
感
動
と
誇
り
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
仲
間
と
と
も
に

高
み
を
目
指
し
、
日
々
の
鍛
錬
に
真

摯
に
向
き
合
う
姿
は
「
自
主
自
律
」

の
精
神
の
体
現
で
あ
り
、
後
輩
た
ち

に
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
部
で
は
、
放
送
部
が
全
国
総
合

文
化
祭
に
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
企
画
力
・
表
現
力
・
技
術
力

が
高
く
評
価
さ
れ
、
日
川
高
校
の
多

様
な
才
能
が
全
国
に
認
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
本
校
の
教
育
の
幅
広
さ
と
深

さ
を
示
す
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
両
面
で
の
全

国
的
な
活
躍
は
、地
域
の
皆
様
に
と
っ

て
も
大
き
な
誇
り
で
あ
り
、
生
徒
の

輝
き
が
地
域
社
会
に
希
望
と
喜
び
を

も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
恒
例
の
強
歩
大

会
を
開
催
し
、
生
徒
た
ち
は
秋
の
自

然
の
中
を
力
強
く
歩
き
抜
き
ま
し
た
。

仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
長
距
離

を
踏
破
す
る
姿
は
、
ま
さ
に
「
自
主

自
律
」
の
精
神
の
実
践
で
あ
り
、
心

身
の
成
長
を
感
じ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
や
地

域
の
方
々
の
温
か
な
応
援
が
、
生
徒

た
ち
の
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
生
徒
自
身
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者

の
皆
様
の
温
か
な
支
え
、
そ
し
て
地

域
の
皆
様
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
そ
実

現
し
た
も
の
で
す
。
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
生
徒
を
育
て

る
日
川
高
校
の
教
育
の
力
を
、
改
め

て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
８
年
３
月
に
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
が
実
現
し
、

多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
整

備
は
、
生
徒
の
活
動
環
境
の
向
上
に

と
ど
ま
ら
ず
、
本
校
が
「
県
民
に
開

か
れ
た
学
校
」
と
し
て
の
使
命
を
果

た
す
重
要
な
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
広
く
活
用
い
た

だ
け
る
施
設
と
し
て
、
日
川
高
校
が

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育

拠
点
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す

教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

発　行　所
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
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通
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て
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こ
と

Ｐ
Ｔ
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会
長

飯　
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健　

二

日
川
高
校
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成
果
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ま
す
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長
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名
誉
会
長　

山
田　

芳
樹
（
校　

長
）

顧　
　

問　

丹
澤　
　

修
（
山
梨
市
）

会　
　

長　

飯
塚　

健
二
（
笛
吹
市
）

副
会
長　

武
井　

浩
幸
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

代
永　

節
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

才
間　

通
雄
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

若
尾　
　

亮
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

市
川　

哲
也
（
教　

頭
）

監　
　

事　

岩
間　

大
介
（
三
年
次
）

　

〃　
　

木
下　

秀
俊
（
二
年
次
）

　

〃　
　

鈴
木　

健
之
（
一
年
次
）

事
務
局
長　

市
川　

哲
也
（
教　

頭
）

出
納
員　

山
辺　

秀
子
（
事
務
長
）

三
年
次

部　
　

長　

武
井　

浩
幸
（
山
梨
市
）

副
部
長　

上
野　

正
和
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

代
永　

節
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

早
川　

正
貴
（
笛
吹
市
）

監　
　

事　

岩
間　

大
介
（
甲
州
市
）

理　
　

事　

内
藤　
　

隆
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

若
木　

譲
二
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

内
田　

健
二
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

小
林　

枝
里
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

高
橋　

隼
人
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

矢
崎　

由
香
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

町
田　

享
子
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

早
川　

正
貴
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

橋
本　

明
宏
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

古
屋　
　

亮
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

矢
野　

一
彦
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

矢
野　

景
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

原
田
久
美
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

窪
田　
　

仁
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

和
田
真
由
美
（
笛
吹
市
）

年
次
主
任　

河
西　

寛
之

二
年
次

部　
　

長　

才
間　

通
雄
（
山
梨
市
）

副
部
長　

小
澤
健
太
郎
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

奥
山　
　

清
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

雨
宮
千
代
子
（
山
梨
市
）

監　
　

事　

木
下　

秀
俊
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

北
野　

雅
敏
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

依
田　

純
子
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

古
屋　

伴
仁
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

堀
内　

美
玲
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

若
月　

健
太
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

森
永　
　

潤
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

西
海　

達
彦
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

荻
原　

尚
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

五
味　

克
志
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

赤
坂　

勝
彦
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

秋
山　

美
玲
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

小
田
切
利
次
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

木
川　

力
保
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

窪
田　

美
幸
（
山
梨
市
）

年
次
主
任　

山
中　

秀
樹

一
年
次

部　
　

長　

若
尾　
　

亮
（
甲
州
市
）

副
部
長　

小
澤　

賢
太
（
甲
州
市
） 

　

〃　
　

丸
山　

真
吾
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

田
邉　

清
子
（
甲
州
市
）

監　
　

事　

鈴
木　

健
之
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

松
野
真
由
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

久
保　

美
海
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

宮
原　

久
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

武
藤
真
由
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

古
屋　

隆
仁
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

文
珠
川
兼
文
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

和
泉　

裕
二
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

中
込　

純
一
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

内
藤　

和
美
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

深
草　

文
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

大
西　

千
晶
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

服
部　

敏
寛
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

小
林　

圭
太
（
甲
斐
市
）

　

〃　
　

広
瀬　

孝
年
（
笛
吹
市
）

年
次
主
任　

平
塚　

亮
介

令
和
七
年
度　

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事

入
学
式
・
一
年
次
部
会
・
理
事
会

　

四
月
八
日

　

午
前
九
時
か
ら
入
学
式
を
実
施
。

一
年
次
部
会
で
新
理
事
を
選
出
。
そ

の
後
一
年
次
理
事
会
で
部
長
・
副
部

長
・
監
事
を
互
選
。
令
和
七
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

会
計
監
査
・
役
員
会
・
各
年
次
理
事
会
・

第
一
回
理
事
会

　

四
月
十
六
日

　

零
時
半
か
ら
会
計
監
査
、
二
時
半

か
ら
役
員
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

三
時
よ
り
各
学
年
の
理
事
会
、
四
時

よ
り
全
体
理
事
会
が
行
わ
れ
た
。
総

会
運
営
に
先
立
ち
議
事
内
容
を
検
討

し
た
。

各
年
次
部
会
・
Ｈ
Ｒ
保
護
者
会
・
総

会
　

四
月
二
十
五
日

  
各
年
次
で
部
会
を
開
催
し
た
後
、

体
育
館
に
て
総
会
を
開
催
。
飯
塚
会

長
以
下
の
本
年
度
役
員
を
承
認
。
丹

澤
会
長
以
下
の
退
任
役
員
に
感
謝
状

を
贈
呈
。
そ
の
後
Ｈ
Ｒ
ご
と
に
保
護

者
会
が
行
わ
れ
た
。

関
東
高
Ｐ
連
大
会

　

七
月
十
一
日
〜
十
二
日
に
埼
玉
県

で
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
才
間

二
年
次
部
長
、
市
川
教
頭
に
参
加
い

た
だ
い
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

七
月
八
日
〜
十
一
日
の
三
者
懇
談

期
間
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
各
家

庭
で
有
休
品
に
な
っ
て
い
る
缶
詰
め

や
レ
ト
ル
ト
商
品
な
ど
の
食
品
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
。
集
ま
っ
た
食

品
は
計
１
１
０
㎏
、
十
八
日
に
会
長
、

副
会
長
、
厚
生
委
員
会
の
生
徒
と
仕

分
け
作
業
を
行
い
、二
十
一
日
に
フ
ー

ド
バ
ン
ク
山
梨
に
寄
付
し
た
。

全
国
高
Ｐ
連
大
会

　

八
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
に
三
重

県
で
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
飯

塚
会
長
、
山
田
校
長
が
参
加
し
た
。

第
二
回
理
事
会

　

九
月
三
日

　

午
後
六
時
よ
り
理
事
会
。
強
歩
大

会
へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

強
歩
大
会
協
力
者
説
明
会

　

九
月
十
二
日

　

強
歩
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

保
護
者
へ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

強
歩
大
会

　

九
月
二
十
六
〜
二
十
七
日
に
行
わ

れ
た
。
多
数
の
保
護
者
の
皆
様
に
御

協
力
い
た
だ
き
、無
事
の
実
施
と
な
っ

た
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

　

本
年
度
は
十
一
月
五
日
に
開
催
予

定
。

第
三
回
理
事
会

　

十
一
月
五
日

　

研
修
会
の
後
、
定
例
の
理
事
会
を

開
催
予
定
。
上
半
期
会
務
報
告
、
次

回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
な
ど

の
審
議
や
報
告
を
行
う
予
定
。

強
歩
大
会
を
終
え
て

総
務
係　

　

九
月
二
十
六
、
二
十
七
日
に
第
五

十
八
回
強
歩
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
小
河
内
ダ
ム
か
ら
学
校
ま
で

の
六
十
キ
ロ
、
女
子
は
柳
沢
峠
か
ら

学
校
ま
で
の
二
十
五
キ
ロ
の
行
程
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
走
・
歩
行
し

ま
す
。
厳
し
い
残
暑
が
続
く
中
の
大

会
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
同
様
の
暑

さ
対
策
と
し
て
、
男
子
の
ス
タ
ー
ト

時
間
を
二
時
間
早
め
、
到
着
制
限
時

間
を
男
女
と
も
に
十
二
時
と
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
今
年
は
全
国
各
地
か

ら
報
告
さ
れ
る
ク
マ
被
害
、
そ
の
対

策
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
い
な
が
ら

の
大
会
で
し
た
。
こ
う
し
た
伝
統
あ

る
学
校
行
事
の
継
続
に
は
、
綿
密
な

計
画
と
き
め
細
や
か
な
準
備
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
何
よ
り
、
保
護
者
の
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
は
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
今
大
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
二
百
六
十
名
を
超
え
る
保
護

者
の
皆
様
方
に
、救
護
車
、交
通
誘
導
、

巡
回
、
給
水
、
検
印
所
と
い
っ
た
様
々

な
業
務
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
大
変
な
業
務
を
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
お
子
様
の
い
き
い
き

と
し
た
姿
を
近
く
で
御
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
保
護
者
の
皆
様
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
繋
が
り
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
、
楽
し
い
時
間
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。
係
と
し
ま
し
て
も
、
今
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
さ
ら
に
活
発
な
も

の
と
な
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
日
誌


